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だ
さ
い
、
環
境
の
美
化

信
じ
ら
れ
な
い
．

こ
の
マ
壷



ポ
イ
捨
て
禁
止

十
日
町
面
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
を
制
定

　
私
た
ち
は
便
利
な
生
活
を
求
め
る
あ
ま
り
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、

大
量
廃
棄
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
生
活
循
環
が
私
た
ち

の
大
切
な
自
然
環
境
に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
ま
す
。
特
に
廃

棄
段
階
に
お
け
る
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
環
境
美
化
を
損
ね
て
い
ま
す
。

市
で
は
4
月
1
日
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
を
含
ん
だ

十
日
町
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。
雪
解
け

の
こ
の
時
期
は
特
に
「
ご
み
」
が
目
立
つ
も
の
。
こ
の
機
会
に
皆
さ

ん
も
自
分
の
回
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

改
正
ま
で
の
経
過

　
改
正
の
素
案
づ
く
り
に
市
民
の

方
々
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
8
年
7
月
に
市
民
7
人
で
構
成

す
る
「
ク
リ
ー
ン
十
日
町
推
進
懇
談

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
以
後
4
回

の
懇
談
会
を
開
催
す
る
中
で
、
条
例

の
全
部
改
正
と
と
も
に
名
称
も
「
十

日
町
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
」

と
し
た
改
正
案
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
9
年
1
月
に
改
正
案
を
十

日
町
市
環
境
保
全
審
議
会
に
諮
問

し
、
改
正
案
ど
お
り
と
す
る
答
申
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
に
あ
た
っ
て

　
従
来
の
十
日
町
市
環
境
保
全
条
例

は
4
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
、

公
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
事

業
者
と
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
自

然
環
境
や
生
活
環
境
の
保
全
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
資
源
の
再
利
用
や
環
境

美
化
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
「
ポ

イ
捨
て
禁
止
」
な
ど
、
最
近
の
環
境

問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
新
た

な
枠
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、

新
潟
県
が
7
年
7
月
に
制
定

し
た
環
境
基
本
条
例
と
の
整

合
性
を
保
ち
な
が
ら
、
特
に

環
境
美
化
へ
の
取
り
組
み
強

化
を
全
面
に
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。

条
例
の
内
容
（
概
要
）

　
条
例
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
緑
豊
か

う
る
お

で
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
づ
く

り
」
で
す
。
広
が
り
つ
つ
あ
る
環
境

問
題
に
対
応
し
、
新
分
野
の
施
策
を

盛
り
込
ん
だ
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
後
世
に
良
好
な
環
境
を
継
承
〉

　
第
3
条
の
中
で
①
緑
豊
か
で
潤
い

と
安
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
を
良
好
な
状

態
で
保
ち
将
来
の
世
代
に
継
承
す
る
。

②
自
然
と
人
と
の
共
生
を
目
指
す
。

③
資
源
の
循
環
を
基
調
と
す
る
社
会

の
構
築
。
④
市
民
の
自
発
的
な
取
り

組
み
に
よ
る
環
境
美
化
・
清
潔
の
保

持
な
ど
が
基
本
理
念
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
良
好
な
環
境

を
将
来
の
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
は
、

現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
最
低
限
の

使
命
で
す
。

　
具
体
的
に
は
こ
の
理
念
に
基
づ
き
、

市
・
事
業
者
・
市
民
等
の
責
務
の
明

確
化
、
施
策
の
基
本
方
針
、
資
源
の

循
環
的
利
用
の
推
進
、
環
境
美
化
、

環
境
教
育
の
推
進
や
環
境
保
全
活
動

へ
の
支
援
、
公
害
防
止
対
策
な
ど
全

31

条
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
〉

　
資
源
の
有
効
利
用
と
環
境
に
与
え

る
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
、
第
8

条
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
ヘ
の
取
り
組
み

を
進
め
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
に
対
す

る
補
助
や
空
き
缶
等
を
回
収
す
る
団

体
へ
の
助
成
、
「
ご
み
減
量
化
協
力

店
」
の
拡
大
な
ど
を
推
進
し

ま
す
。

〈
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
〉

　
改
正
の
主
目
的
で
あ
る
環

境
美
化
に
つ
い
て
は
、
第
1
0

条
で
「
空
き
缶
、
空
き
び
ん

等
の
包
装
容
器
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
、
ガ
ム
の
か
み
か
す
、

そ
の
他
の
廃
棄
物
を
道
路
、

公
園
な
ど
公
共
の
場
所
や
他

人
の
所
有
、
占
有
ま
た
は
管
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衛
生
組
合
長
会
議
が
4
見
1
6
日
㈱

市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
環
境
美
化
に

功
績
が
あ
っ
た
2
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

〈
高
山
朗
人
ク
ラ
ブ
〉

　
高
山
朗
人
ク
ラ
ブ
は
昭
和
3
9
年
に

設
立
。
昭
和
4
2
年
か
ら
は
奉
仕
活
動

と
し
て
、
年
に
数
回
地
域
の
八
幡
様

や
観
音
様
な
ど
の
草
取
り
、
ご
み
や

空
き
缶
拾
い
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
一
斉
清
掃
の
日
に
は
道

路
や
公
園
な
ど
の
ご
み
や
空
き
缶
拾

い
を
率
先
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

〈
水
沢
商
工
会
青
年
部
・
婦
人
部
〉

　
水
沢
商
工
会
青
年
部
・
婦
人
部
は

平
成
元
年
に
設
立
。
地
域
内
の
国
道

1
1
7
号
の
改
良
と
同
時
に
地
域
内

の
美
観
運
動
に
着
手
。
国
道
沿
線
に

花
の
大
型
プ
ラ
ン
タ
ー
（
現
在
4
0
0

基
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
1

回
水
沢
地
域
全
域
で
空
き
缶
拾
い
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

謹
轟

国道H7号に並ぶ大型プランター

理
す
る
場
所
に
捨
て
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
の
条
文

を
定
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、

　
　
　
　
第
1
0
・
”
条
で
は
飲
食
料

品
を
自
動
販
売
機
で
販
売
す
る
人
に

対
し
、
空
き
缶
そ
の
他
の
廃
棄
物
が

散
乱
し
な
い
よ
う
回
収
容
器
の
設
置

な
ど
適
正
な
管
理
を
行
う
こ
と
や
、

消
費
者
に
散
乱
防
止
の
た
め
の
啓
発

を
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
犬
の
糞
害
ゆ
る
し
ま
せ
ん
〉

　
最
近
ペ
ッ
ト
を
飼
う
人
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ペ
ッ
ト
（
特
に
犬
）

の
糞
に
よ
る
害
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
第
1
2
条
で
は
犬
、
そ
の
他

の
動
物
を
飼
育
す
る
場
合
、
そ
れ
ら

の
糞
で
公
共
の
場
所
等
を
汚
す
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
飼
育
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い

ま
す
。
犬
の
散
歩
を
よ
く
見
か
け
ま

す
が
、
飼
育
者
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

を
持
参
し
、
歩
道
や
道
路
な
ど
公
共

の
場
所
に
糞
を
放
置
し
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
環
境
保
全
教
育
の
推
進
〉

　
第
1
3
条
で
市
は
、
市
民
や
事
業
者

が
環
境
保
全
へ
の
理
解
や
活
動
意
欲

を
高
め
る
た
め
、
①
環
境
教
育
の
推

進
②
環
境
に
関
す
る
学
習
活
動
の
支

援
③
環
境
に
関
す
る
広
報
活
動
な
ど

に
行
う
緑
化
推
進
活
動
、

活
動
な
ど
を
行
う
場
合
、

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

〈
調
査
・
指
導
・
勧
告
・
公
表
〉

　
今
回
の
条
例
に
は
罰
則
規
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
既
存
の
軽
犯

罪
法
、
道
路
交
通
法
、
廃
棄
物
処
理

法
な
ど
で
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
第
1
9
条
で
市
長
は
、
条
例
に
定
め

る
範
囲
内
で
建
物
、
土
地
、
施
設
ま

た
は
事
業
所
に
立
ち
入
り
調
査
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

を
す
る
こ
と
と
定
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
1
4
条
で
は
市
民

や
事
業
者
、
団
体
が
自
発
的

　
　
　
　
　
　
再
資
源
化

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
活
動

第
2
0
条
で
市
長
は
、
環
境
の
保
全
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
、
指
導

ま
た
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
、

住
所
や
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
法
人

名
）
を
掲
示
や
市
報
掲
載
す
る
こ
と

に
よ
り
、
公
表
し
ま
す
。

　
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境

は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
生
活
環
境
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

の
は
、
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
の
責

務
で
す
。
ポ
イ
捨
て
は
も
ち
ろ
ん
、

不
法
投
棄
な
ど
も
絶
対
し
な
い
よ
う

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
源

の
大
切
さ
を
見
直
し
、
積
極
的
に
再

資
源
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

かけがえのない大切な環境だから
　　　～第1回十目町クリーン作戦～

　「十日町市住みよい環境づくり条例」の制定を機会に、よ

り一層クリーンな十日町を目指して第1回十日町クリーン作

戦を行います。町内単位、個人での参加すべてOKです。ぜ

ひご参加ください。

　
　
　

　
す

　
ま

　
し

　
せ
時

　
任
1
1
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に
時

　
内
9

　
町
前

ω
各
午

日
は
：

月
時
一

　
　
　
　
　
　
　
　

　
位
体

時
単

　
内
催

日
町
共

■

■内　容　一斉清掃の実施です。

町内単位：自主的に各町内で行ってください。

共催団体：国道パーキング（八箇、太田島、中条市之沢、

新光寺）、J　R十日町駅前、ほくほく線十日町駅前広場、東

口公園、連絡地下道、ほくほく線新座・美佐島駅前、公衆

電話ボックス、電柱、河川敷運動公園

共催団体・一般：妻有大橋付近の河川敷及び河川敷運動公

園

■催　物　メーン会場の妻有大橋付近の河川敷では①花鉢プ

レゼント②ごみ分別クイズ③共催団体の決意表明などが行

われます。

■問い合わせ　市役所市民生活課生活環境係

　　　　　　　　　　　　　（盈57－3111）へ。
※共催団体（順不同）

十日町商工会議所・㈱当間高原リゾート・十日町青年会議

所・十日町市農業協同組合・十日町ライオンズクラブ・十

日町ロータリークラブ・十日町北ロータリークラブ・水沢

商工会・十日町市商店街振興組合連合会・十日町市小中学

校PTA連合会・東北電力㈱十日町営業所・リサイクルネ

ットワーク連合会・㈹新潟県産業廃棄物協会魚沼支部・㈹

新潟県建設業協会十日町支部・十日町砂利採取販売協同組

合・十日町市信濃川愛護組合等連合会・住みよい郷土建設

協会十日町分会・十日町織物工業協同組合・十日町市観光

協会・建設省信濃川工事事務所・十日町市老人クラブ連合

会・新潟県消費者協会十日町支部・十日町たばこ販売協同

組合・十日町市飲食業組合連合会・日本公衆電話会十日町

分会・十日町小売酒販組合・十日町市体育協会・西部地区

振興会・美佐島地区振興会・新座地区振興会・J　R十日町
　　　　　　　　　ウこレきシよりカきしカ
駅・北越急行㈱十日町駅・新墾会・十日町市川西町衛生施

設組合
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いざという時の嘘鐵に
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今
ま
で
の
地
域
防
災
計
画
の
地
震

対
策
は
、
「
地
震
に
対
す
る
災
害
予

防
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
初
動
体

制
の
確
立
や
災
害
情
報
の
収
集
、
避

難
、
二
次
災
害
の
防
止
等
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
く
定
め
た
「
震
災
対
策
編
」

は
、
従
来
の
防
災
計
画
の
別
編
と
し

て
、
一
昨
年
の
6
千
人
を
超
え
る
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
な
ど
の
大
規
模
な
地
震
を
想
定

す
る
と
と
も
に
、
「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
り
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
「
休
日
・
夜
間
な
ど
に

地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
こ
と
も
考

慮
し
た
、
応
急
活
動
の
初
動
体
制
の

充
実
を
図
る
」
こ
と
を
基
本
姿
勢
と

し
て
定
め
ま
し
た
。

初
動
体
制
の
充
実

　
大
規
模
地
震
（
震
度
5
弱
以
上
）

が
発
生
し
た
ら
、
迅
速
な
マ
ン
パ
ワ

ー
の
集
結
と
そ
の
組
織
的
な
活
動
で
、

刻
々
と
変
化
す
る
災
害
状
況
に
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
職
員
の
出
動
体
制
を

次
の
三
体
制
に
分
け
、
各
体
制
に
お

け
る
出
動
及
び
対
策
を
次
の
よ
う
に

し
ま
し
た
。

灘
第
一
次
出
動
体
制

　
饗

　
市
災
害
対
策
本
部
規
程
に
定
め
る

総
務
部
員
、
上
下
水
道
部
員
等
が
集

合
し
、
地
震
情
報
・
被
災
状
況
の
把

握
を
行
い
ま
す
。

躇
箋
盗
動
体
制

　
全
職
員
が
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
て

あ
る
各
地
区
公
民
館
等
に
自
主
的
に

集
合
し
、
被
災
状
況
の
把
握
を
中
心

に
応
急
対
策
を
行
い
ま
す
。
被
害
が

甚
大
で
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る

場
合
は
、
次
の
災
害
対
策
本
部
設
置

体
制
に
移
行
し
ま
す
。

講
災
害
対
策
本
部

麟
　
　
設
置
体
制

　
■
第
二
次
出
動
体
制
で
の
対
策
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
災
害
対
策
本
部

は
組
織
及
び
機
能
を
拡
大
し
、
本
格

的
な
応
急
対
策
を
強
力
に
進
め
、
住

民
の
安
全
と
生
活
を
確
保
し
ま
す
。

　
■
火
災
や
救
急
・
救
助
に
携
わ
る

灘

灘纏

消
防
機
関
は
、
初
動
防
災
機
関
の
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
も
含
め

住
民
の
救
助
・
救
命
活
動
を
優
先
し
、

別
に
定
め
る
「
震
災
対
策
等
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
な
ど
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
■
大
規
模
地
震
の
災
害
対
策
に
お

い
て
は
、
迅
速
な
応
援
部
隊
の
導
入

が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
①
十
日
町
地
域
広
域
圏

（
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村
・
松

代
町
・
松
之
山
町
）
、
小
千
谷
市
、
小

国
町
、
高
柳
町
　
②
南
魚
沼
郡
（
湯

沢
町
・
塩
沢
町
・
六
日
町
・
大
和
町
）
、

北
魚
沼
郡
（
川
口
町
・
堀
之
内
町
・

小
出
町
・
湯
之
谷
村
・
広
神
村
・
守

門
村
・
入
広
瀬
村
）
と
の
災
害
時
相

互
応
援
協
定
に
基
づ
く
応
援
要
請
に

つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

　
■
自
衛
隊
に
対
し
市
長
が
直
接
行

う
派
遣
要
請
、
県
知
事
に
対
す
る
派

響　　　　　　　　　　　萸
　　　　　　　　　と復

　　　　　　難

　　　　耕　　　謂
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遣
要
請
依
頼
な
ど
に
つ
い
て
も
定
め

ま
し
た
。

医
療
・
救
護

　
　
　
　
　
体
制
の
強
化

　
被
災
状
況
に
応
じ
て
救
護
所
を
設

置
し
、
医
師
会
等
の
協
力
を
得
て
医

療
救
護
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

初
動
に
お
け
る
医
療
救
護
の
重
要
性

を
考
慮
し
、
初
動
救
急
医
療
（
ト
リ

ア
ー
ジ
H
治
療
の
優
先
順
位
に
よ
る

患
者
の
振
り
分
け
）
を
直
ち
に
行
え

る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

避
難
対
策
の
充
実

　
昨
年
1
2
月
2
5
日
号
の
市
報
と
い
っ

し
ょ
に
各
家
庭
に
配
付
し
た
「
災
害

時
避
難
所
」
の
と
お
り
、
市
内
の
全

町
内
に
つ
い
て
緊
急
時
に
集
合
す
べ

き
避
難
所
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
避
難
す
る
ま
で
の
誘
導
は

可
能
な
限
り
町
内
会
、
職
場
、
学
校

等
を
単
位
と
し
た
集
団
避
難
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、

お
年
寄
り
や
身
体
障
害
者
な
ど
の
皆

さ
ん
の
避
難
を
優
先
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
避
難
所
は
市
が
開
設
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
ま
す
が
、
市
に
よ
る
開
設

が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
安
全
確

認
後
、
住
民
に
よ
る
自
主
開
設
も
可

能
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
積
雪
期
の

避
難
対
策
と
し
て
速
や
か
な
除
排
雪

を
行
い
、
避
難
路
の
確
保
を
図
る
こ

と
な
ど
も
定
め
ま
し
た
。

　
運
営
に
つ
い
て
は
町
内
会
や
消
防

団
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
く

し
て
は
な
り
た
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
相

互
に
協
力
し
、
災
害
弱
者
の
保
護
を

優
先
し
て
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

自
主
体
制
の
充
実

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し

て
、
全
国
的
に
も
「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
り
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
が
一

層
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
基
本
姿
勢
と
す
る
今
回
の

震
災
対
策
編
で
も
、
地
域
の
自
発
的

な
防
災
活
動
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
防
災
意
識
の
普
及
や
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
「
自
主

防
災
組
織
」
を
育
成
し
て
い
く
方
針

で
す
。

　
こ
の
地
域
防
災
計
画
は
、
一
度
定

め
て
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
、
ま
た

他
自
治
体
の
優
れ
た
点
な
ど
も
見
習

っ
た
り
し
な
が
ら
、
よ
り
実
践
的
な

計
画
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

チエツクしましよう

日ころの心がけと
　　　　　地震時の行動は？
　　　　　　　　　　　（震災対策編より）

地
震
時
の
行
動

・
ま
ず
、
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る

・
外
に
飛
び
出
す
よ
り
、
丈
叢
嶽
家
具
な
ど
に
身
を
寄
せ
る

・
狭
願
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
淋
け
地
な
ど
に
近
づ
か
な
協

・
韮
し
騨
構
報
に
従
恥
、
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
憐

避
難
．
応
急
救
護
な
ゼ
の
応
急
対
策

・
田
ざ
ろ
か
ら
避
難
所
や
安
全
な
避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し

　
｛
お
く

・
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最
小
限
に
す
る

・
老
太
、
病
人
、
子
供
の
避
難
を
先
に
す
る

・
み
ん
陰
輝
協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
護
を
行
う

日
常
の
心
構
え
　
　
　
　
　
　
‘

・
家
族
と
避
難
先
や
連
絡
先
を
相
談
し
て
お
く

・
防
災
訓
練
に
進
ん
で
参
加
す
る

・
菌
主
防
災
組
織
を
作
っ
て
お
く

・
食
糧
や
生
活
必
需
晶
を
家
族
3
日
分
ほ
ど
備
蓄
を
す
る

・
灘
常
持
ち
出
し
周
晶
や
消
火
器
の
準
備
を
し
て
お
く

・
日
ご
ろ
か
ら
建
物
の
補
強
、
家
具
の
固
定
等
に
濫
意
す
る

積
雪
期
の
心
構
え

・
避
難
口
の
除
雪
を
心
が
け
る

・
こ
ま
め
に
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
行
っ
て
、
屋
根
上
の
雪
荷

　
重
を
軽
く
し
て
お
く

・
暖
廃
器
具
は
耐
震
装
置
の
あ
る
も
の
を
使
用
す
る

・
町
内
会
等
で
協
力
し
て
消
火
栓
周
囲
の
除
雪
を
行
う

・
雪
崩
発
生
危
険
箇
所
に
注
意
す
る

運
転
中
の
心
構
え

・
で
き
る
か
ぎ
り
安
全
な
方
法
に
よ
り
車
を
左
側
に
停
車
さ

　
せ
る

・
停
車
後
は
、
ラ
ジ
オ
等
で
地
震
情
報
や
交
通
情
報
を
聞
き
、

　
そ
の
情
報
や
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
行
動
す
る

．
車
を
お
麟
て
避
難
す
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
道
路
外
に

　
停
車
さ
せ
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
は
付
け

　
た
ま
ま
と
し
、
窓
を
閉
め
、
総
ア
は
ロ
ッ
ク
し
嶽
麟

避
難
の
た
め
に
車
を
使
用
し
な
験
，

灘

譲
　
繍

　
　

撚繋繍撒
聯

猟

醗 繊　　　　　　　　　9月1日「防災の日』に
　　・躍　　　県・市合同の総合防災訓練

　十日町市では、新潟県と合同の総合防災訓練を9月1日（月）に開催します。

　妻有大橋東詰めの河川敷や南中学校グラウンドなどを会場に、自衛隊のほ

か、消防防災ヘリや県警ヘリなども参加する大規模な訓練となる予定です。

　詳細は、後日市報などでお知らせします。多数の皆さんのご来場をお待ち

しています。
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弔
＼

　
4
月
1
日
か
ら
地
方
税
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

固
定
資
産
税
の
税
負
担
の

　
　
し
く
み
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
9
年
度
は
3
年
に
一
度
の
固

定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
に
あ
た

り
、
土
地
と
家
屋
の
評
価
額
が
変
わ

り
ま
す
。
こ
の
新
し
い
評
価
額
に
基

づ
く
税
負
担
の
し
く
み
が
9
年
度
の

税
制
改
正
で
決
め
ら
れ
、
特
に
固
定

資
産
税
の
土
地
の
税
負
担
に
つ
い
て

大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
は
負
担
調
整
措
置
に
よ
り
、

課
税
標
準
額
を
算
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
9
年
度
か
ら
宅
地
に
つ
い
て
税

負
担
の
上
限
を
新
評
価
額
の
8
割
と

す
る
こ
と
を
含
む
見
直
し
が
行
わ
れ
、

負
担
水
準
の
均
衡
化
を
重
視
し
た
新

覧

し
い
課
税
の
し
く
み
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

qD

宅
地
の
9
年
度
か
ら
1
1
年
度
ま
で

　
の
税
負
担
の
し
く
み

　
①
負
担
水
準
が
高
い
土
地
は
税
負

担
が
下
が
る
か
据
え
置
き
に
な
り
ま

す
。
②
負
担
水
準
が
あ
る
程
度
高
い

土
地
は
、
税
負
担
が
据
え
置
き
に
な

り
ま
す
。
③
負
担
水
準
が
低
い
土
地

は
、
な
だ
ら
か
な
税
負
担
の
増
と
な

り
ま
す
。

①
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て

　
9
年
度
の
評
価
替
え
で
は
、
3
年

問
の
建
築
物
価
の
変
動
が
評
価
額
に

反
映
さ
れ
、
建
築
年
次
が
古
く
評
価

額
の
低
い
家
屋
を
除
く
多
く
の
家
屋

で
評
価
額
が
下
が
り
、
税
負
担
も
下

が
り
ま
す
。

⑥
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

　
宅
地
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
も
、

ω
と
同
様
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の

　
　
　
減
免
対
象
を
拡
大

　
単
身
で
生
活
す
る
身
体
障
害
者
等

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、
常
時
介

護
者
が
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
運

転
す
る
場
合
に
は
、
税
の
減
免
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

前
納
報
奨
金
制
度
廃
止

　
市
民
税
や
固
定
資
産
税
を
納
期
前

に
納
付
し
た
場
合
、
報
奨
金
を
交
付

し
て
い
ま
し
た
が
、
9
年
度
か
ら
廃

止
し
ま
す
。

▼
廃
止
の
理
由
　
①
制
度
は
戦
後
の

新
し
い
地
方
税
制
度
が
で
き
た
と
き
、

納
税
意
識
の
高
揚
、
税
収
の
早
期
確

保
や
事
務
の
簡
素
化
を
図
る
目
的
で

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
口

座
振
替
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
当
初

の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
。
②
個

人
の
市
民
税
は
自
営
業
者
の
普
通
徴

収
だ
け
が
対
象
で
、
一
括
納
付
の
で

き
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
特
別
徴

収
に
よ
る
納
税
者
に
恩
恵
が
な
い
こ

と
。
③
制
度
が
結
果
と
し
て
特
定
の

納
税
者
を
優
遇
す
る
こ
と
に
な
り
、

納
期
ご
と
の
納
税
者
に
対
し
不
公
平

で
あ
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
9
年
度

か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
橋
愛
子
さ
ん

　
（
上
町
・
盈
57

－
8
6
2
1
）

　4月1日から上村安隆さん

の後任として、高橋さんが保

護司に委嘱されました。

　高橋さんは養護教諭として

長年の経験をお持ちです。こ

■
職
種
・
人
数
　
保
健
婦
（
士
）
1
人

■
職
務
内
容
　
保
健
指
導
等
の
業
務

■
受
験
資
格
　
保
健
婦
（
士
）
の
免
許

取
得
者
で
、
昭
和
41
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
第
1
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

期
日
“
5
月
2
5
日
㈲

会
場
“
十
日
町
市
役
所

科
目
“
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、

　
　
　
　
作
文

■
第
2
次
試
験
（
面
接
試
験
）

期
日
”
6
月
上
旬
（
平
日
）

会
場
”
十
日
町
市
役
所

■
採
用
日

　
7
月
1
日
ま
た
は
8
月
1
日

■
初
任
給
　
受
験
資
格
取
得
後
す
ぐ

に
採
用
さ
れ
た
人
－
i
7
1
、
0

　00

円

■
申
込
み
手
続
き
　
企
画
人
事
課
人

事
秘
書
係
へ
次
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
①
職
員
採
用
試
験

申
込
書
（
同
係
に
あ
り
ま
す
）
②

健
康
診
断
書
（
同
係
に
あ
り
ま
す
）

③
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

④
保
健
婦
（
士
）
免
許
証
の
写
し

■
申
込
み
受
付
期
間
　
4
月
2
5
日
囲

　
か
ら
5
月
1
4
日
㈱
ま
で
（
土
・
日
曜

日
、
休
日
を
除
く
）
。
郵
送
申
込
み

　
の
場
合
は
、
5
月
1
4
日
の
消
印
ま

で
有
効

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
人
事
課
人
事

秘
書
係
費
5
7
1
3
1
1
1

　
全
国
森
林
組
合
連
合
会
な
ど
が
主

催
す
る
平
成
8
年
度
林
業
労
働
力
育

成
確
保
優
良
事
業
体
選
定
表
彰
式
が

東
京
の
麻
布
グ
リ
ー
ン
会
館
で
開
催

さ
れ
、
十
日
町
森
林
組
合
（
斉
木
正

義
組
合
長
）
が
初
の
林
野
庁
長
官
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　
当
組
合
は
冬
期
間
の
降
雪
の
た
め
、

林
業
条
件
と
し
て
は
不
利
な
地
域
に

あ
っ
て
昭
和
4
5
年
に
設
立
。
そ
の
後

中
里
村
、
川
西
町
の
加
入
で
圏
域
を

広
め
、
現
在
で
は
組
合
員
数
2
千
2

百
人
を
超
え
る
県
下
有
数
の
組
合
に

成
長
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
主
力

の
森
林
造
成
事
業
を
は
じ
め
、
緑
化
、

林
産
部
門
、
山
菜
加
工
、
き
の
こ
培

養
な
ど
着
々
と
多
角
経
営
を
推
進
。

厳
し
さ
を
増
す
林
業
情
勢
の
中
に
あ

っ
て
、
8
年
度
の
総
取
扱
高
は
、
1
0

億
円
を
突
破
す
る
な
ど
安
定
し
た
経

営
を
続
け
て
い
ま
す
。
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、
・
．
冒

欝

葵
鰹
財
獺
私
た
ち
の

か
け
が
え
の
な
い
宝
物

　
博
物
館
で
は
、
市
文
化
財
保
護
条

例
施
行
2
5
周
年
を
記
念
し
て
、
市
内

の
指
定
文
化
財
3
5
件
を
展
示
公
開

し
、
紹
介
す
る
「
十
日
町
の
文
化
財

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
文
化
財
は
自
然
と
歴
史
の
重
み
に

耐
え
、
現
代
に
伝
え
ら
れ
た
大
切
な

宝
物
で
す
。
ま
た
、
一
度
失
え
ば
二

度
と
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

貴
重
な
財
産
で
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
文
化
財
は
、
郷
土

に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
誇
り
で

あ
り
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る

貴
重
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
文
化
財
を
知
り
、
文

化
財
を
通
し
て
地
域
の
文
化
へ
の
よ

り
深
い
理
解
を
養
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

苫
　
、
＼
㌧

＼
、
∴

．
鱗
．

騨
團6

『
叢
．

■
展
示
内
容

①
考
古
資
料

②
有
形
無
形
の
民
俗
文
化
財

③
建
造
物
・
歴
史
資
料

④
絵
画
と
彫
刻

⑤
工
芸
品

⑥
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物

■
入
館
料

2
0
0
円
（
団
体
1
5
0
円
）

中
学
生
以
下
無
料

■
開
館
時
間

午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
博
物
館

　
（
盈
5
7
1
5
5
3
1
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　瀟
　　　　　　　　　　纏

　　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　鼻

　　　　鑑

婆

　
　
　
　

　
　
定

　
　
指

　
　
県

　
　
　
く

　
　
屏

　
　
曲

　
　
六

　
　
筆

　
　
凱
泉

　
　
弘
雲

　
　
ろ
“

　
、
　
し
劃

彗
藝
き
く

山水図

撫撫
鑛

で招かれたミュージシャンに杉本喜代志さん（ギ

ター）、岡野等さん（トランペット）等、いずれも

国内外で活躍するトップミュージシャンです。

　当日は、中学生から60歳代までの演奏好きな皆

さん約40人が参加。理論や解釈の講習を受けて大

問
屋
・
小
売
店
大
幅
増

「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
好
影
響

　
十
日
町
き
も
の
総
合
求
評
会
が
4

月
9
日
㈱
～
1
3
日
㈹
ま
で
、
総
合
体

育
館
と
武
道
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
9
日
～
1
0
日
に
か
け
て
は
、
商
品

部
門
別
に
メ
ー
カ
ー
が
セ
ン
ス
と
技

を
競
い
合
う
「
商
品
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
、
各
社
ご
と
に
「
き

も
の
の
あ
る
生
活
」
を
提
案
す
る

「
メ
ー
カ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
行
わ
れ
、
問
屋
・
小
売
店

の
投
票
に
よ
り
商
品
部
門
娼
点
、

メ
ー
カ
ー
部
門
9
社
が
各
賞
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
産
地
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
」
で
は
、
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
（
洋

服
ダ
ン
ス
）
の
中
の
洋
服
と
共
存

し
な
が
ら
、
人
々
に
「
き
も
の
の

あ
る
生
活
」
と
い
う
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
。
総
合
体
育

館
ア
リ
ー
ナ
の
中
央
部
に
は
、
マ
ネ

キ
ン
を
使
っ
て
1
0
0
点
以
上
の
「
散

歩
着
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
会
場
を
訪
れ
た
首
都
圏
・
関

西
方
面
か
ら
の
問
屋
数
は
1
2
7
社

2
3
4
人
、
ま
た
小
売
店
数
は
7
0
社

1
3
6
人
と
大
幅
増
。
特
に
小
売
店

の
数
は
昨
年
を
2
5
社
も
上
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
3
月
2
2
日
に
開
業
し

た
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
影
響
が
大
で
、

小
売
店
主
か
ら
は
「
非
常
に
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来
年
も
来
ま
す
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
会
場
内
で
は
、
き
も
の
研

究
家
・
江
木
良
彦
さ
ん
の
「
メ
デ
ィ

ア
の
中
の
き
も
の
た
ち
」
ポ
ス
タ
ー

展
、
第
7
回
妻
有
文
化
賞
を
受
賞
し

た
宮
澤
健
二
さ
ん
の
「
妻
有
の
四
季
」

写
真
展
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
2
・

13

日
に
は
一
般
公
開
も
行
わ
れ
、
産

地
十
日
町
の
新
作
を
見
よ
う
と
、
会

場
は
終
日
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
贈
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮
　
．
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
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禦冷

貸付限度額 貸付利率 期　闘 取扱金融機関 粛役所聞i含わせ先

500万円
3年以内2．7％
5年以内2．9％

5年以内
第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）
商工観光課
　52－5569

750万円

信用保証付

　　　2．4％
その他　2．9％

5年以内
第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）
商工観光課
　52－5569

1億5千万円 3．3％ 10年以内
第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）
商工観光課
　52－5569

3千万円 3．0％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

JA十日町市

商工観光課
　52－5569

50万円 2．0％ 3年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

JA十日町市

商工観光課
　52－5569

300万円 3．49％ 10年以内 労働金庫
商工観光課
　52－5569

総事業費から、自己

資金・補助金・寄付

金等を差し引いた額

3．3％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

JA十日町市

企画人事課企画室

　57－3111

70万円 3．0％ 4年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

JA十日町市・労金

下水道・農集排・合併浄

化槽（下水道課52－7441）

500万円 3．0％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

JA十日町市

建設課克雪利雪対策室

　　57－3111

1千万円 3．0％ 7年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

JA十日町市

市民生活課
　57－3111

1億円 3．0％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

JA十日町市

健康福祉課
　57－3111

営業用等（1億円）

その他（1千万円）
3．3％

5～10年

　　以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町）
市民生活課
　57－3111

500万円 2．5％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

JA十日町市・労金

区画整理課
　52－7512

250万円 3．0％ 10年以内
申し込みは

　　市健康福祉課へ
健康福祉課
　57－3111

8



資　　　登　　　名 資金種途 貸　　付　　対　　象

嶺酪歪業振興資金 運転　・設備
市内に工場または店舗等を有し、かつ同一事業6か月以上営む

中小業者（工鉱業・運送業・卸売業・サービス業、ただし、市

税等完納者・法人）

地欝産業腎成糞金 運転　・設備
市内に住所若しくは事業所を有する中小業者（鉱業・建設業・

製造業・卸売業・小売業・運輸通信業・サービス業）で、営業

期間1年以上、ただし、市税等完納者・法人。

韮　場　建設　資金
用地取得造成・建

設・設備
市工場設置奨励条例により「奨励工場」の指定を受けた者。

郵売商業逓代鴛資金
店舗新築・増改
築・改装・ほか

市内に住所・店舗を有し、引き続き1年以上同一事業を営んで

いる小売商業者。ただし、市税等完納者・法人

離職考生活獲定資鰹 生　活　資　金
・市内居住者で、倒産・事業所閉鎖等による離職者等。

・公共職業安定所に求職票を提出してある者。

ただし市税等完納者。

勤欝者僅薯建設資金
住　宅　新　築

改築　・購入

・市内に2年以上居住している者。

・市内に自ら居住するため住宅を新増改築・購入する者。

・未組織の労働者にあっては労信協の保証条件に合致する者。

地域集嚢施設助賊資登
地域集会施設新改

築・購入土地購入

集会の場としての施設の新築、新築に準ずる改築・購入、また

は集会施設の用に供する土地を購入する者。

藩氷設備等設置資登 排水設備等の設置

・処理区域内において排水設備等の設置工事を行う者。

・処理区域内における建築物の所有者または占有者。

・市税、下水道受益者負担金、使用料の完納者。

克雪僅電蟹嚢鯉資登
融雪式・耐雪式・

落雪式住宅の新
築・増改築

個人または法人（従業員30人未満）で、市税等を完納している

者、かつ貸付金の償還能力が取扱金融機関の定める条件に適合
する者。

公i霧　防建　資　金
公害除去防止等機

器設置、工場移転
資本金5千万円以下、従業員3百人以下の中小企業で、市内に
工場または事業所を有する者。

．護擦簾羅叢譲灘繋整 施設・医療機器購

入設置、用地購入

診療所の施設・設備・用地の取得、十日町市・中魚沼郡医師会「

の会員で、会の承認を得た者。

，籔．・難難離灘嚢釜離 駐車場設置
市長の定める区域内に自動車5台以上の収容能力を有する駐車

場を新たに設置する者で、市内在住の個人または法人等。

藝鷲離載壁轟懸．　難
．整藩嚢灘磁難鐘模
蟻・．妻欝，総難糞・舘金灘

付換地購入
市土地区画整理事業の地権者で十日町駅西土地区画整理事業

付換地取扱要領の規定に基づく付換地を購入しようとする個人

または法人で、市税等完納者、貸付金の償還能力等を有する者。

薦搬灘議鐵難整騰資登三
高齢者等の居室等

の増改築または改

造

市内に住所を有し、親族である高齢者または障害者と同居する

者及び障害者で、高齢者等向けの居室等の増改築・改造を自力

で整備することが困難な者。（市税完納者）
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TOKAMACHI
まちの声　みんなの声

　　・・懲　　←

藤原裕子さん
　（小出町から）

お
い
し
い
お
店
と
温
泉

巡
り
が
と
て
も
楽
し
み

　
も
と
も
と
出
身
は
埼
玉
県
越
谷
市
で
す
。

今
年
の
春
、
初
め
て
の
転
勤
で
小
出
町
か

ら
十
日
町
市
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

東
小
学
校
で
4
年
生
を
受
け
持
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
こ
ち
ら
の
子
供
た
ち
は
あ
い

さ
つ
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
大
変
清
々
し

い
で
す
ね
。
元
気
な
子
供
た
ち
と
過
ご
せ

る
こ
と
が
毎
日
の
楽
し
み
で
す
。

　
ま
た
市
内
に
は
お
い
し
い
お
店
も
た
く

さ
ん
あ
る
そ
う
な
の
で
、
今
か
ら
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
そ
れ
と
温
泉
が
好
き
な
の

で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
行
っ
て
み
た
い
で
す

ね
。
趣
味
の
ス
キ
ー
と
温
泉
を
い
っ
し
ょ

に
楽
し
め
る
よ
う
な
所
が
あ
れ
ば
最
高
で

す
。

　　　　　　　●
今月のテーマは、「転入者から見た十

日町市の印象」です。

「私のお薦めウオーキングコース」

春の訪れとともにウオーキングやジ

ョギングをする人が目立つようになり

ました。あなたのお薦めウオーキング

コースをご紹介ください。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

誌上匿名は構いませんが、お名前、

住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　5月10日㈲までに企画人事

課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

十
日
町
市
の
す
ぱ
ら
し
さ
を

　
　
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

　
東
京
都
練
馬
区
か
ら
十
日
町
市
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。
現
在
仕
事
は
㈱
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
で
広
報
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
来
た
こ
ろ
に
は
雪
の
多
さ
に
驚
い
て
い

た
の
で
す
が
、
当
間
で
も
よ
う
や
く
雪
解

け
の
季
節
を
迎
え
、
日
々
緑
が
濃
く
な
る

様
子
は
圧
巻
で
す
ね
。
雄
大
な
自
然
の
中

で
十
日
町
市
の
す
ば
ら
し
さ
に
た
く
さ
ん

出
会
え
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
こ
れ
か
ら
出
会
う
地
元
の
良
さ
と
リ

ゾ
ー
ト
の
す
ば
ら
し
さ
を
少
し
で
も
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し

て
市
内
の
方
か
ら
も
気
軽
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
地
元
に
根
ざ
し
た
リ
ゾ

ー
ト
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か

櫻井学
（東京都練馬区フ

高井優子さん
　（京都市から）

豊
か
な
自
然
の
中
で

伸
び
伸
び
と
生
徒
に
接
し
た
い

　
こ
の
春
、
京
都
の
大
学
を
出
で
南
中
学

校
で
国
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
京
都
も
寒

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
に
来
た
ば
か

り
の
こ
ろ
は
雪
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
て

驚
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
雪
解
け
と
と
も
に
の
ぞ
け
る

新
緑
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
十
日
町
市

は
自
然
に
恵
ま
れ
、
生
徒
も
伸
び
伸
び
と

過
ご
し
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
私
の
受

け
持
つ
国
語
は
心
を
育
て
る
科
目
。
多
く

の
自
然
の
中
で
素
朴
な
生
徒
と
一
緒
に
豊

か
な
心
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ

と
来
た
ば
か
り
の
私
に
大
家
さ
ん
や
同
僚

の
皆
さ
ん
か
ら
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
本

当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

⑬　　いちぱんいいて

神奈川県横浜市青葉区榎が丘56－3（市内本町1出身・65歳）
村山治夫さん
（大好き十日町会会員）

　
旧
制
中
学
2
年
で
終
戦
を
迎
え
、
敗
戦
の
虚

脱
状
態
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
た
翌
年
、
芋

畑
に
変
わ
り
果
て
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
石
を
取

り
除
き
、
ロ
ー
ラ
ー
を
か
け
て
白
線
を
引
き
、

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
白
球
を
追
っ
た
と
き
の
あ
の

感
激
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
同
好
の
連
中
と
テ

ニ
ス
部
を
作
り
、
県
下
の
対
抗
試
合
に
も
出
場
。

卒
業
ま
で
テ
ニ
ス
に
夢
中
で
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
約
4
0
年
、
満
6
0
歳
で
退
職
し
ま
し

た
。
ゴ
ル
フ
だ
け
で
は
物
足
り
な
く
て
、
硬
式

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
に
も
通
い
始
め
て
い
ま
す
。

偶
然
同
じ
私
鉄
沿
線
に
、
か
つ
て
の
十
高
硬
式

テ
ニ
ス
部
後
輩
の
宮
内
君
が
い
る
こ
と
を
知
り

連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
樋
熊
君
も
い
っ
し
ょ
に
テ

ニ
ス
を
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
彼
等
二
人
は

N
H
K
の
O
B
。
か
く
し
て
N
H
K
富
士
見
丘

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
十
高

テ
ニ
ス
部
O
B
の
白
髪
頭
の
「
オ
ッ
サ
ン
」
が
、

N
H
K
の
O
B
に
混
じ
り
楽
し
く
テ
ニ
ス
を
や

っ
て
い
ま
す
。
夕
日
が
沈
む
こ
ろ
テ
ニ
ス
を
切

り
上
げ
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と
足
は
自
然
に

駅
前
の
居
酒
鐸
に
向
か
い
蕗
嫉
。
冷
た
い
ビ
ー

ル
で
の
ど
を
潤
し
、
う
ま
い
肴
を
食
べ
な
が
ら

同
郷
の
仲
間
と
ふ
る
さ
と
の
話
に
興
じ
る
の
は

ま
さ
に
人
生
の
至
福
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
3
月
2
2
日
、
念
願
の
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開

通
し
、
十
日
町
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
春
の
十
日
町
山
菜
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
こ
の
目
で
確
か
め
て
み
た
い
。
こ

ち
ら
の
友
人
を
た
く
さ
ん
連
れ
て
行
き
、
十
日

町
の
良
さ
を
P
R
す
る
つ
も
り
で
す
。
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山崎和則さん一家
（北海道札幌市から）

意
外
に
雪
が
少
な
く
て

　
　
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す

　
実
を
い
う
と
生
ま
れ
は
新
潟
市
で
す
。

3
月
ま
で
第
四
銀
行
札
幌
支
店
勤
務
だ
っ

た
の
で
、
北
海
道
か
ら
の
転
入
と
な
り
ま

し
た
。
父
が
警
察
官
で
、
十
日
町
署
勤
務

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
父
に

連
れ
ら
れ
て
川
西
町
の
仁
田
に
来
た
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
同
僚
か
ら
は
雪
が
多
い
所
と
脅
か
さ
れ

た
ん
で
す
が
、
意
外
に
少
な
く
ホ
ッ
と
し

て
い
ま
す
。
妻
（
多
佳
子
さ
ん
と
皆
さ
ん

が
親
し
み
や
す
く
、
札
幌
に
住
ん
で
い
た

所
と
少
し
似
て
い
ま
す
。

元
気
で
明
る
い
子
供
た
ち
と

　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
り
ま
す

　
教
員
生
活
の
第
一
歩
を
十
日
町
市
で
踏

み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
で
生

ま
れ
新
潟
の
大
学
を
卒
業
し
て
、
初
め
て

の
住
民
票
の
異
動
で
す
。
第
一
印
象
は
、

ま
だ
少
し
雪
が
あ
り
、
雪
解
け
の
も
や
が

か
か
っ
た
静
か
な
ま
ち
で
す
。

　
十
日
町
小
学
校
で
3
年
生
を
担
任
し
て

い
ま
す
。
元
気
で
明
る
く
ね
ば
り
強
い
子

供
た
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き

生
き
と
自
分
を
表
現
で
き
る
子
供
に
育
て

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
小
学
校
で
あ
り
、
社
会
で
あ

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

長谷川律子さん
　（新潟市から）

山下和正さλ
（香川県高松市から）

十
日
町
に
一
生

根
を
お
ろ
し
た
い
で
す

　
大
阪
の
大
学
で
知
り
合
っ
た
彼
女
が
十

日
町
市
出
身
な
ん
で
す
。
将
来
の
こ
と
も

考
え
て
十
日
町
で
就
職
活
動
を
し
、
こ
の

春
か
ら
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
仕
事
は
外
回
り
。
知
ら
な

い
土
地
な
の
で
、
何
も
か
も
が
新
鮮
で
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

　
十
日
町
に
は
3
月
の
末
に
来
た
の
で
す

が
、
ま
だ
雪
が
あ
り
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

高
松
で
も
雪
を
見
る
こ
と
は
あ
る
ん
で
す

が
、
積
も
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
十
日
町
に

骨
を
埋
め
る
つ
も
り
で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
．

っ
て
い
ま
す
。

賓
蒼丑グh

ヴー

グ⑳

㎝
曲はアメリカ西海岸にいる友達を訪ねるこ
ワと。その友達は今ロサンゼルスでメイク

アップの仕事をしているんです。電話で連絡

をとりあっていると「あの子も海外でがんばっ

ているんだな」って自分自身すごく刺激を受け

るんですよ。自分で選んだ道で一生懸命がん

ばっている人って輝いてますよね。そんな輝

きを私も持ち続けたいなって思っています。

仕　　事は今、出版物のデザインを手がけてい

　　ます。就職前に新潟で広報プランニング
　　　　　　　　　　　　　　　いを勉強していたので、ぜひその経験を活かした

いと思ってこの会社に入りました。会社の雰

囲気もすごく良くて、周りの人からも親切にし

てもらっています。最近は出版の世界にも新し

い技術がどんどん入ってきていてすごいんで

すよ。そのぶん勉強もしっかりしなくちゃね。

趣　　味のアルトサックスも忙しくて今は休養

　　中。だけどもっといろんなことにチャレ

ンジしてみたいですね。青春って「がむしゃ

らだったなって後から気付くもの」だと思う

んですよ。

※次回は大嶋さんの紹介で蕪木昭一さんにアクセス！

　　　　が　　　ロぜ　　　プデ　 ダのぬ

鴨蛎斧
　罐　 ／．〆

　．ヂ3ザ調　 ！
　・〆酒ノ

79頃

齢騨
。
ト

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
12

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

盈
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

　
　
　
　
　
で
の
交
流
会

　
上
野
公
園
の
桜
も
終
わ
り
新
緑

の
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。
4
月

6
日
に
行
わ
れ
た
「
大
好
き
十
日

町
会
」
の
花
見
は
雨
の
た
め
池
袋

の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
が
、
総
勢
1
4
0
人

の
参
加
が
あ
り
、
ま
さ
に
「
花
よ

り
団
子
」
の
大
盛
況
。
予
定
時
刻

を
越
え
、
最
後
は
十
日
町
小
唄
の

大
合
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　
4
月
に
な
る
と
、
新
社
会
人
が

初
々
し
く
活
動
し
て
い
る
の
が
目

に
止
ま
り
、
好
感
が
持
て
ま
す
。

3
月
2
2
日
に
開
業
し
た
「
ほ
く
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
し

く
線
」
の
不
慣
れ
な
が
ら
も
真
摯

な
接
客
態
度
は
大
変
好
評
の
よ
う

で
す
。
旅
ブ
ー
ム
の
中
、
2
時
間

足
ら
ず
で
東
京
と
結
ば
れ
た
十
日

町
に
は
新
鮮
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
で
、
上
越
線
沿
線
か
ら
ひ
と
山

越
え
た
所
に
は
何
が
あ
る
の
か
と

興
味
を
示
す
人
も
少
な
か
ら
ず
い

ま
す
。

　
市
内
の
観
光
名
所
1
か
所
で
遠

来
の
お
客
様
を
満
足
さ
せ
得
る
所

は
少
な
い
と
思
わ
れ
、
先
日
開
業

し
た
市
内
周
遊
バ
ス
に
は
心
強
さ

を
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
歩
進

ん
で
レ
ン
タ
カ
ー
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
観
光
名
所
に
観
光
案
内

図
を
配
置
し
た
り
、
各
集
落
に
集

落
名
を
表
示
す
る
な
ど
の
心
遣
い

も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
度
訪
れ
た
方
が
十
日
町
の
良
さ

を
実
感
さ
れ
、
再
訪
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
5
月
2
日
に
は
「
大
好
き
十
日

町
会
」
の
企
画
で
塩
之
又
山
菜
ま

つ
り
に
1
0
数
人
の
在
京
の
方
が
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
5
日
に
は
県
東
京
事
務
所
の

あ
っ
せ
ん
で
、
今
ま
で
十
日
町
に

縁
の
な
い
「
杉
並
区
お
や
じ
遊
友

会
」
の
人
た
ち
が
や
は
り
1
0
数
人

で
観
光
を
兼
ね
山
菜
取
り
に
訪
れ

て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
務
所
も
こ
の
4
月
で
3
年
目

と
な
り
丸
山
俊
久
か
ら
樋
口
一
雄

に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
新
鮮
さ
を

失
わ
ず
東
京
で
の
憩
い
の
場
と
し

て
市
民
の
皆
様
か
ら
益
々
ご
愛
顧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
上
京
の
際
は
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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相談コー一ナー

①定例行政相談　　　　5月9日團

②交通事故相談　　　　5月12日（月）

③巡回内職相談　　　　5月16日樹

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
：
相

　
　
　
回
前
場
年
週
前
場
律

　
　
　
巡
午
会
高
毎
午
会
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

5月8日㈲　神山博之弁護士

5月22日㈲　小林彰弁護士

午後1時30分～4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ予約してくだ

さい。

時
～
n
時
3
0
分
笏
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
笏
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭

係
へ
。

か
け
ま
せ
ん
か

撒
朋
禦

ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念

　
　
　
N
H
K
の
ど
自
慢

雛
日
時
H
5
月
2
5
日
㈲
霧
場
所
”
松
代
町

総
合
体
育
館
笏
ゲ
ス
ト
歌
手
H
中
村
美
律

子
さ
ん
、
加
門
亮
さ
ん
霧
司
会
H
宮
川
泰

夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
笏
観
覧
申
込
み
H
5
月

1
日
㈲
～
1
2
日
㈲
ま
で
の
間
に
、
往
復
は

が
き
（
1
枚
1
人
）
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
盟

1
1
5
東
頸
城
郡
松
代
町
振
興
課
「
N
H
K

の
ど
自
慢
」
観
覧
係
（
智
0
2
5
5
9
－

7
1
3
0
0
0
）
へ
。
※
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

笏
日
時
H
5
月
1
日
㈱
・
1
5
日
㈲
午
前
9

◆
十
日
町
保
健
所
テ
レ
ホ
ン
健
康
相
談

　
十
日
町
保
健
所
で
は
4
月
か
ら
健
康
問

題
な
ど
に
対
す
る
テ
レ
ホ
ン
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
笏
電
話
番
号
”
5

2
1
6

0
1
5
へ
。

◆
酒
害
の
相
談
　
勿
日
時
H
5
月
1
6
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
勿
場
所
H
十
日
町

保
健
所
勿
問
合
せ
”
十
日
町
保
健
所
（
智

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

◆
保
健
所
健
康
診
断
　
笏
日
時
H
5
月
8

日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十

日
町
保
健
所
笏
担
当
医
”
石
川
医
師
（
津

南
病
院
）
勿
申
込
み
目
事
前
に
電
話
に
て

要
予
約
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）

◆
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
発
行
し
ま
す

笏
対
象
者
H
重
度
の
身
体
障
害
者
（
1
・

2
級
）
笏
配
布
枚
数
H
1
人
に
つ
き
2
0
枚

笏
申
込
み
H
6
月
2
日
㈲
ま
で
に
最
寄
り

の
郵
便
局
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示

し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
（
申
込
用
紙
は
社
会
福
祉
事

務
所
に
も
あ
り
ま
す
）
。
笏
間
合
せ
判
郵
便

局
営
業
課
切
手
文
通
振
興
室
（
盈
0

3
1
3

5
0
4
i
4
3
8
2
）
ま
た
は
最
寄
り
の

郵
便
局
、
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
山
火
事
に
ご
注
意
！
　
春
先
は
山
火
事

の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
①
た
き
火

は
完
全
に
消
す
。
②
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は

投
げ
捨
て
な
い
。
③
強
風
や
乾
燥
時
に
は

た
き
火
を
し
な
い
。
な
ど
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
林
野
に
「
火
入
れ
」
を
す
る
と
き
は

7
日
前
ま
で
に
農
林
課
林
政
農
災
係
へ
。

◆
熊
に
ご
注
意
！
春
の
訪
れ
と
と
も
に

熊
の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
山
菜
取

り
や
農
作
業
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
熊
に
関
す
る
情
報
は
農
林
課
林
政

農
災
係
へ
。

◆
薬
師
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
（
全
天
候
型
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
）
4
月
2
6
日
出
オ
ー
プ
ン

笏
使
用
料
H
1
面
1
時
間
千
円
（
夜
問
照

　　　　　　　　　藩

　　　　　　　　　縷

　　　　　　　　灘　　　　　　灘懸
　　　　簿
　　　鶯

徽

コ
ー
コ
ー

ほ
く
悟
く
線
⑪

ふ
る
さ
と
自
慢
・

　
　
　
　
う
た
自
慢
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

沿
線
市
町
村
か
ら
1
千
人

　
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
業
し
て
ち
ょ
う
ど
ー
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
開

業
直
後
の
春
休
み
、
そ
し
て
地
域
悲
願
の
鉄
道
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

連
日
普
通
電
車
は
ほ
ぽ
満
席
の
状
態
。
特
に
土
・
日
曜
日
は
都
内
の
通
勤

電
車
並
み
の
す
し
詰
め
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
利
用
人
数
な
ど
は
、

今
後
北
越
急
行
㈱
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
時
点
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
み
ん
な
で
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

状
況
が
今
後
も
続
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
年
度
も
変
わ
り
、
平
成
9
年
度
開
業
イ
ベ
ン
ト
第
1
弾
「
N
H
K

ラ
ジ
オ
・
ふ
る
さ
と
自
慢
・
う
た
自
慢
の
公
開
録
音
」
が
4
月
1
8
日
働
、

ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
を
中
心
に
沿
線
市
町
村
か

ら
2
千
人
を
超
え
る
観
覧
応
募
が
あ
り
、
抽
選
の
結
果
1
千
人
の
方
が
楽

し
み
ま
し
た
。
場
内
で
は
、
ゲ
ス
ト
の
小
林
幸
子
さ
ん
と
吉
幾
三
さ
ん
を

キ
ャ
プ
テ
ン
に
女
性
チ
ー
ム
と
男

性
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
「
ふ
る

さ
と
自
慢
と
得
意
の
歌
」
が
披
露

さ
れ
、
笑
い
の
渦
と
惜
し
み
な
い

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
結

果
は
女
性
チ
ー
ム
の
勝
利
。
終
了

後
は
「
ほ
く
ほ
く
線
」
を
利
用
し

て
帰
る
お
客
様
も
あ
り
ま
し
た
。

　
来
月
は
松
代
町
で
「
N
H
K
の

ど
自
慢
」
が
あ
る
な
ど
、
今
後
沿

線
市
町
村
で
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の

利
用
促
進
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
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明
使
用
時
は
千
6
百
円
）
※
4
月
2
6
日
ω

～
3
0
日
㈱
は
無
料
開
放
笏
申
込
み
H
中
条

地
区
公
民
館
（
盈
5
2
1
2
7
4
8
）
へ
。

◆
「
ま
ち
づ
く
り
通
信
」
第
1
号
発
行

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
市
役
所
市
民

ホ
ー
ル
、
建
設
課
、
主
要
公
民
館
に
「
ま

ち
づ
く
り
通
信
」
と
し
て
第
1
回
策
定
委

員
会
の
資
料
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ご
意
見
は
計
画
策
定
に
生

か
し
ま
す
。
今
後
も
適
宜
発
行
し
ま
す
。

笏
問
合
せ
H
建
設
課
都
市
計
画
係
へ
。

◆
「
十
日
町
市
の
あ
ゆ
み
」
の
配
本

　
十
日
町
市
の
歴
史
を
や
さ
し
く
解
説
し

た
「
十
日
町
市
の
あ
ゆ
み
」
の
配
本
希
望

（
希
望
世
帯
に
一
冊
無
料
配
本
）
を
2
月

に
回
章
で
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
現
在
こ

の
本
の
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
9

月
中
に
は
配
本
で
き
る
予
定
で
す
の
で
、

も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

5
月
1
5
日
ま
で
追
加
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
を
忘
れ
た

人
は
博
物
館
（
智
5
7
－
5
5
3
1
）
へ
。

◆
自
衛
官
募
集
　
平
成
9
年
度
7
月
採
用

の
2
等
陸
士
・
海
士
・
空
士
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
笏
受
験
資
格
H
平
成
9
年
7
月

　
　
　
　
　
甥
　
　
条
雛
塞

1
日
で
、
満
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の
人
笏

試
験
科
目
H
学
科
試
験
、
身
体
検
査
、
適

正
検
査
、
口
述
試
験
笏
受
付
期
間
H
随
時

笏
試
験
日
H
5
月
2
1
日
㈱
勿
問
合
せ
H
自

衛
隊
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所
（
〒
蜘
長

岡
市
千
歳
1
1
3
1
2
7
智
0
2
5
8
1
3
3

1
0
2
5
6
）
へ
。

◆
第
1
5
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ

ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
「
グ
リ
ー
ン
ス

マ
イ
ル
ズ
」
募
集
　
笏
募
集
人
員
H
3
人

笏
仕
事
内
容
H
①
近
隣
県
・
県
内
市
町
村

等
の
表
敬
訪
問
②
各
種
関
連
事
業
で
の
P

R
活
動
③
に
い
が
た
フ
ェ
ア
開
催
時
に
お

け
る
各
種
事
業
の
補
助
等
笏
募
集
期
問
H

5
月
3
0
日
働
ま
で
笏
応
募
資
格
H
①
平
成

9
年
8
月
1
日
現
在
で
満
1
8
歳
以
上
の
健

康
な
女
性
（
た
だ
し
高
校
生
除
く
）
②
実

行
委
員
会
事
務
局
に
通
勤
可
能
な
人
③
事

前
研
修
及
び
に
い
が
た
フ
ェ
ア
の
P
R
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
人
勿
勤
務
内
容
H

①
任
期
“
平
成
9
年
8
月
1
日
働
～
1
0
年

10

月
末
②
研
修
”
平
成
9
年
7
月
中
の
3

日
程
度
③
勤
務
日
数
髄
に
い
が
た
フ
ェ
ア

の
P
R
イ
ベ
ン
ト
（
年
問
1
2
0
日
程
度
）

に
い
が
た
フ
ェ
ア
開
催
期
間
中
（
6
0
日
程

度
）
④
待
遇
“
実
行
委
員
会
事
務
局
の
規

程
に
よ
り
支
給
笏
応
募
方
法
H
応
募
用
紙

（
実
行
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
ま
た
は
市

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
全

身
写
真
（
最
近
3
か
月
以
内
に
撮
影
し
た

正
面
向
き
、
脱
帽
の
も
の
）
を
添
付
し
て

第
1
5
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局
広
報
課
（
〒
蜘
1
7
0

新
潟
市
新
光
町
4
番
地
1
新
潟
県
庁
内
智

晒
－
獅
1
5
5
1
1
）
へ
。

◆
1
・
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
験
準

備
講
習
会

笏
講
習
会
場
・
期
日
及
び
定
員

套場i地 級翻 講習　会　場 講習鯛圏
定員
鱗）

新潟《

i級 日本生命新潟ビル

　　　　中ホールA
（新潟市東大通2－4－10）

　26日（月）・27日（火〉・
5月

　28日㈱

40

2級 80

幽越 2級
上越職業訓練センター
（上越市高土3－1－12）

　10日（火）・11日困・
6月
　12日休）

50

長岡
韮級

ポリテクセンター新潟
（長岡市住吉3－H）

　17日（幻・18日ω9・
6月
　19日休）

40

2級 80

新潟穣 2級
日本生命新潟ビル
　　　　中ホールA
（新潟市東大通2－4－10）

　23日（月）・24日（幻・
6月

　25日㈱
80

笏
受
講
料
“
会
員
及
び
高
校
生
“
1
万
2

千
円
、
会
員
外
一
1
万
8
千
円
（
申
込
み

後
の
取
り
消
し
は
返
金
し
ま
せ
ん
）
笏
申

込
み
判
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

受
講
料
（
現
金
ま
た
は
小
為
替
）
を
添
え

て
㈹
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支
部
（
〒

蜘
新
潟
市
東
万
代
町
1
1
3
0
新
潟
東
万
代

ビ
ル
盈
伽
－
踊
1
7
5
3
5
）
へ
。

◆
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
免
許
試
験
準
備
講
習

会勿
講
習
会
場
・
期
日
及
び
定
員

講
習

饗
場

日
本
生
命
新
潟
ビ
ル

　
　
　
　
9
階
中
ホ
ー
ル
A

　
（
新
潟
市
東
大
通
2
－
4
－
1
0
）

講
習

鶏
圏

7
月
8
日
㈹
・
9
日
㈱
・
1
0
日
㈲

聴
聞

9
時
～
1
7
時

蓬
翼

50

　
人

笏
受
講
料
H
会
員
”
1
万
2
千
円
、
会
員

＠

市
老
連
の
年
間
事
業
を

　
　
　
　
　
ご
紹
介
し
ま
す

　
十
日
町
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
4
月
1
8
日
働
、
ラ
ポ
ー
ト
十

日
町
で
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平

成
9
年
度
事
業
計
画
を
承
認
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
9
年
度
の
主
な
事
業

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
第
9
回
県
三
世
代
親
善
交
流
ゲ

　
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
（
5
月
1
0
日
ω
・
五
泉
市
）

②
第
1
2
回
囲
碁
、
将
棋
、
連
珠
、

　
花
が
る
た
大
会

　
　
（
6
月
1
3
日
働
）

③
敬
老
号
第
1
班
“
中
条
、
吉
田
、

　
六
箇
地
区
（
6
月
2
5
日
㈱
～
2
7

　
日
樹
）

④
敬
老
号
第
2
班
“
十
日
町
、
下

　
条
地
区
（
7
月
1
日
㈹
～
3
日

　
㈲
）

⑤
敬
老
号
第
3
班
“
川
治
、
水
沢

　
地
区
（
7
月
8
日
㈹
～
1
0
日
㈲
）

※
敬
老
号
は
今
年
も
昨
年
同
様
、

　
グ
リ
ー
ン
車
の
御
座
敷
列
車
を

　
利
用
し
て
行
い
ま
す
。

⑥
金
婚
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

　
慶
祝
記
念
式
典
及
び
長
寿
大
学

　
　
（
7
月
2
5
日
働
）

⑦
第
1
5
回
中
越
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

　
　
（
8
月
8
日
働
・
長
岡
市
）

⑧
第
6
回
三
世
代
親
善
交
流
ゲ
ー

　
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
（
8
月
2
9
日
樹
・
水
沢
運
動
公

　
園
）

⑨
第
1
2
回
十
日
町
市
高
齢
者
福
祉

　
大
会
（
功
労
者
表
彰
）

　
　
（
9
月
2
日
㈹
）

⑩
第
1
3
号
市
老
連
だ
よ
り
発
行

　
　
（
9
月
1
0
日
㈱
）

⑪
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
（
9
月
H
日
㈲
）

⑫
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
活
動

　
　
（
9
月
2
0
日
ω
）

⑬
高
齢
者
作
品
展

　
　
（
9
月
2
0
日
出
・
21
日
㈲
・
ク

　
ロ
ス
ー
0
）

⑭
市
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
（
1
0
月
1
7
日
働
・
市
総
合
体
育

　
館
）

⑮
評
議
員
会
と
研
修
旅
行

　
　
（
1
1
月
1
3
日
㈲
・
東
山
温
泉
）

⑯
友
愛
訪
問
（
ね
た
き
り
高
齢
者

　
へ
の
慰
問
）

　
　
（
1
2
月
下
旬
）

⑰
第
1
4
号
市
老
連
だ
よ
り
発
行

　
　
（
3
月
1
0
日
㈲
）
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外
”
1
万
8
千
円
（
申
込
み
後
の
取
り
消

し
は
返
金
し
ま
せ
ん
）
笏
申
込
み
H
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料
（
現

金
ま
た
は
小
為
替
）
を
添
え
て
㈹
日
本
ボ

イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支
部
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

婦
人
電
気
教
室

霧
期
問
H
5
月
～
1
0
月
の
毎
月
1
回
第
3

水
曜
日
午
前
中
（
た
だ
し
8
月
は
休
み
・

開
講
日
は
5
月
21
日
㈱
午
前
9
時
3
0
分

～
）
笏
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
霧
内
容
H
電
気
の
基
礎
知
識
、
施
設
見

学
、
料
理
実
習
ほ
か
髪
受
講
料
H
千
円
（
そ

の
他
材
料
の
実
費
を
徴
収
）
霧
定
員
H
3
0

人
（
先
着
順
）
笏
申
込
み
H
5
月
9
日
働

ま
で
に
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
盈

52

1
3
1
0
7
）
へ
。

え
邸
ろ
ん

　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

籔
日
時
H
5
月
1
3
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分

～
午
後
1
時
3
0
分
雛
場
所
H
東
北
電
力
㈱

十
日
町
営
業
所
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
霧

内
容
H
簡
単
に
で
き
る
お
も
て
な
し
中
華

料
理
霧
参
加
費
H
5
百
円
霧
定
員
H
1
5
人

（
先
着
順
）
霧
申
込
み
H
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
参
加
者

募
集
〉
　
笏
日
時
H
毎
週
月
曜
日
午
後
7

時
3
0
分
～
勿
場
所
H
総
合
体
育
館
笏
対
象

H
小
学
4
～
6
年
の
男
女
笏
参
加
費
H
5

千
円
（
1
年
分
・
保
険
料
含
む
）
勿
申
込

み
H
5
月
1
9
日
㈲
ま
で
に
村
山
幸
男
（
ミ

ニ
バ
ス
事
務
局
智
52
1
7
8
4
0
）
へ
。

〈
テ
ニ
ス
基
本
講
習
会
〉

笏
日
時
H
5
月
1
0
日
～
6
月
1
4
日
の
毎
週

土
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
鯵
場
所
H
総
合

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
笏
参
加
費
“
3
千
円
窃

対
象
H
一
般
社
会
人
で
初
心
者
、
初
級
レ

ベ
ル
の
人
笏
申
込
み
“
馬
場
勝
（
智
68
－

4
5
6
0
）
ま
た
は
樋
熊
信
夫
（
智
5
7
1

5
0
8
6
）
へ
。

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

①
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
傷
日
時
“
5
月

13

日
～
（
昼
の
部
“
毎
週
火
曜
日
午
前
9

時
3
0
分
～
　
夜
の
部
“
毎
週
木
曜
日
午
後

7
時
3
0
分
～
）
笏
場
所
口
総
合
体
育
館
笏

指
導
目
エ
リ
ア
ド
ゥ
2
1
指
導
員
笏
問
合
せ

H
総
合
体
育
館
（
智
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

②
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
＆
体
力
相
談

笏
日
時
H
5
月
1
2
日
～
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
3
0
分
～
（
指
導
“
体
育
指
導
員
）
纏
場

所
目
総
合
体
育
館
笏
問
合
せ
H
総
合
体
育

館
へ
。

③
体
力
つ
く
り
教
室
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

一
一

　ゴールデンウィークを機に本格的な行楽

シーズンを迎え、人や車の動きが活発にな

り、例年重大交通事故が多発しています。

家族みんなで交通安全について話し合い

ましょう。

）累計（3月中の交通事故発生状況

奪 発盤俸数 負傷嵩数 死嚢数

繋臼購甫
9年 17（42） 18（45） 0（2）

8年 13（37） 17（44） 0（1）

運転中の携帯電話は

　　　　　　やめましょう／

k変便利なものですが、自動車運転中の

肩により、とりかえしのつかない重大事

）移く発生しています。

k変危険ですので、運転中は携帯電話を

…目しないようにしましょう。
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指
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H
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委
員
笏
問
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水
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
籔
場
所
H
総
合
　
　
せ
H
総
合
体
育
館
へ
。

市
民
体
育
館
・
総
合
体
育
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〈
一
般
〉
利
用
日
程
獲
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朋
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ニ
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認
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（ （

慌 少 一 カ カ

蹴9＝30
年
）

般
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やめてくださいノ
　　　　　　　　放し飼い

　先日インターネットを通して次の

ようなメールが届きました。

　「私は仕事が終了した5時過ぎに

信濃川の河川敷運動公園でジョギン

グをしています。その時間帯に犬の

散歩をしている人が大勢いますが、

中に放し飼いにしている人がいます

（それも大型犬を）。飼い主にはペッ

トでも、私たちには恐怖を与えます。

現に私は一度飛び付かれ怪我をした

ことがあります。ぜひ市の担当の方

からも放し飼いがないよう注意を呼

び掛けてください」

　というものでした。

　雪解けと同時に犬の散歩をする人

が多くなっています。散歩の際には

放し飼いなど絶対にしないよう注意

してください。
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ヒ．∂．⊥旧触一甦＾一、　　　　　〈日程表〉　雛著しか① ツ
反
検
査
・
B
C
G

　
　
接
種
が
始
ま
り
ま
す

雛
該
当
す
る
子
供

　
4
歳
未
満
で
平
成
9
年
1
月
3
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
で
、
①
今
ま
で
に
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
（
ツ
反
）
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
子
②
B
C
G
の
対
象
に
な
っ

た
が
未
接
種
の
子

雛
受
け
ら
れ
な
い
子
供

①
ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
接
種
後
1

か
月
を
経
過
し
な
い
子
　
②
体
に
広
く
湿

し
ん
の
あ
る
子
　
③
発
熱
し
て
い
た
り
、

著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
子

雛
注
意
す
る
こ
と

①
「
予
防
接
種
と
子
供
の
健
康
」
を
読
ん

で
き
て
く
だ
さ
い
。
②
医
師
に
よ
る
予
診

（
視
診
、
聴
診
）
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
脱
ぎ
や
す
い
服
で
お
越
し
く
だ
さ

い
Q

雛
持
参
す
る
も
の

①
母
子
健
康
手
帳
②
記
入
し
た
予
診
票

（
判
定
・
B
C
G
の
と
き
）
③
体
温
計
　
④

十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
な
い
と
き

は
、
登
録
し
て
あ
る
市
町
村
で
発
行
し
た

「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

纏
問
合
せ

　
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

地
　
　
区

ツ
ベ
推
タ
》
ン

接
　
　
　
種

糊
建
愚
o
嬢

接
　
　
　
種

愛
欝
購
闘

嚢
場

十
　
　
日
　
　
町

5
月
2
7
日
㈹

5
月
2
9
日
困

032～5
後
コ

午
1

「タンセ健保

新
座
・
中
条
・
下
条

6
月
3
日
㈹

6
月
5
日
㈲

州
治
・
六
箇

畜
田
・
水
沢

6
月
1
0
日
㈹

6
月
1
2
日
㈲

〈
お
口
の
に
お
い
〉

　
最
近
、
お
口
の
に
お
い
が
気
に
な
る
人

の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
口
臭
除
去
剤
が

発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
一
時
的
な

に
お
い
止
め
で
す
の
で
、
何
が
原
因
で
お

口
の
に
お
い
が
す
る
の
か
、
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
院
で
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

意
外
な
原
因
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
口
の
中
の
原
因
で
に
お
い
が
す
る
場
合
、

考
え
ら
れ
る
原
因
を
次
に
あ
げ
て
み
ま
し

ょ
う
。
ま
ず
、
む
し
歯
が
見
つ
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
次
に
歯
周
病
が
原
因
で
お

口
が
に
お
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
舌
の
表
面
に
は
舌
苔
と
い
わ
れ

る
も
の
が
付
着
し
て
、
に
お
い
を
出
す
場

合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
お
口
の
中
に

原
因
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い

ず
れ
に
し
て
も
歯
科
医
院
で
み
て
も
ら
う

の
が
一
番
安
心
で
き
ま
す
。

卵5月の休日救急医

3日出　憲法記念日

大熊内科医院（山本町1）智52－7066
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子の
広
訟
愛
耽
健
　
　
太
ち
智
梨
　
　
和
太

歯
　
　
　
　
　
　
慎
　
　
　
　
　
　
健

い
口
崎
村
藤
鳥
慣
田
崎
田
藤

よ

　
樋
山
上
佐
羽
藤
池
金
山
近

5月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

14日
体）

午後1時10分

　～1時45分

5年11月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

21日
体）

午後1時10分

　～1時45分

7年11月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

28日
体）

午後1時10分

　～1時30分
9年1月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
13日

（火》

午前9時30分

～10時15分

6年11月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

20日
（火〉

8年7月
生まれの乳児

麟犠希／

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫〉尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成5年12月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。6月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、5月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

5月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター 12・19・26日（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

13日（火）

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

15日（木）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽 根　川 ↑

斗士

16日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

23日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

※平成9年4月から下条地区も1会場増設しました。ぜ
　ひご利用ください。

※問合せ＝健康福祉課健康増進係

5月の献血車
◆受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆全血献血　3日（土）（終日〉商工福祉会館

　　　　　26日（月〉（午前）㈱協立ハイパーッ

　　　　　　　　　（午後）JA十日町市本所

◆成分献血　21日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

75平成9年4月25日号
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　コモ市を見下ろす小高い丘の上に、ブルナーテという町

があります。邑の間を結ぶのが「フニコラーレ・コモ・ブ

ルナーテ」というケーブルカーです。1894年9月上旬に完

成し、その年11月11日の大開業イベントとともに、黄色の

2両編成の一番列車が出発しました。蒸気機関で引っ張る

という仕組みでじたが約20分で結ばれ、当時としては最短

記録でした。『

　1799年に電池が発見（発見者はコモ市出身のアレッサン

ドロ・ボルタ）されて以来、会社や工場で急速に電気が使

われるようになり、ケーブルカーも蒸気機関から電化され

ました。1916年11月のことです。コモ市とブルナーテ町の

高低差は494m、平均勾配が35度という厳しい地形条件にあ

りますが、ケーブルカーの時速が3．6kmから5．4kmにスピー

ドアップされました。その後も、列車や施設が改善され、

現在はヨーロッパで一番早いケーブルカーです。

　コモ市の駅はコモ湖畔沿いの市街地から10分に位置しま

す。ブルナーテからはコモ市街地、コモ湖のすばらしい眺

望が開け、アルプスの山並みが眼前に迫った「アルプスの

テラス」とも呼ばれ、観光客にも大人気のスポットになっ

ています。現在、6分30秒でブルナーテに到着します。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。
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炭焼き体験学習の
取り組み

　六箇小学校
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　「炭焼き窯（がま）の作り方を知って、

自分たちで炭を作ろう！」「木に名前を彫っ

て、オリジナル炭を作ろう！」…。

　毎年活動のテーマをつくり、平成6年度

からスタートした炭焼き体験学習は、今年

4年目を迎え、六箇小学校のメイン行事に

なりつつあります。炭焼き作業は、危険を

伴うため、地域内の専門家の方から協力し

ていただいています。

　できた炭は、自分の大切な作品として保

存することは無論、学校で一部活用したり

地域・保護者へも販売し、その収益は児童

会活動の資金にもなっています。

　炭出しの当日は、「はねがわ子ども会」の

収穫祭も兼ね、保護者・祖父母も参加して

餅つき大会等が盛大に行われます。

　子供たちには充実感・満足感を大切に、

地域との一層の協力体制を目指しつつ、11

月の炭焼き体験学習に向けてのテーマが、

これから決められようとしています。

　
新
学
期
や
新
年
度
が
始
ま
っ
て
よ
う
や
く

一
か
月
が
た
ち
ま
す
。
皆
さ
ん
も
よ
う
や
く

新
し
い
環
境
に
慣
れ
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
も
市
役
所
に
入
っ
て
初
め
て
の
異
動
で

広
報
広
聴
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
取
材
や
原

稿
書
き
な
ど
、
つ
い
先
日
と
は
ガ
ラ
リ
と
違

う
仕
事
内
容
に
新
た
な
発
見
と
出
会
う
毎

日
で
す
。

　
私
の
受
け
持
つ
広
聴
の
仕
事
で
も
先
日

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
姉
妹
都
市
で
あ
る
コ
モ
市

の
学
生
と
の
間
に
国
際
交
流
員
の
ア
ド
ゥ
ア

さ
ん
を
介
し
て
電
子
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
の
時
代
は
情
報
の
流
れ
が
爆
発
的
に

広
が
り
、
技
術
も
日
々
進
化
を
と
げ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
皆

さ
ん
に
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
で
充
実
し
た
情

報
を
提
供
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
（
例
え
ば
市
報
の
電
子
メ
ー
ル
送
信
に
よ

る
早
出
し
な
ど
な
ど
）
。
十
日
町
市
で
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
機

会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
コ
モ
市

へ
の
リ
ン
ク
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
㊥

　
耳
8
H
＼
＼
≦
≦
≦
’
砿
①
「
m
■
○
「
も
＼
～
紳
o
蚕
ヨ
8
㎝

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十日町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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